































































































































































































ろによれば，2013 年 8 月初めに 5 年前に起こった日本毒餃子事件に関する裁判
が石家庄中級法院で正式に開始されるようであるが，満足できる結論が出ることを
望んでいる。考えるべきことは，ここ数年，中国の食品問題が連続して勃発してい
るけれども，毒が混入された性質からいえば，毒餃子事件の本質は偶発性という
特徴にある。これと異なるのは，大量に発生している食品問題であり，大多数の被
害者はみな中国の消費者である。そして毒餃子事件の国際的な影響が大きかっ
たのは，被害者の中に日本の消費者がいたからである。 
最近，ニュージーランドの企業が生産した粉ミルクに重大な問題が発覚したが，
両国関係や双方の不信感に影響を与えていることを示すデータはない。なぜ毒
餃子事件は日本国民にこれほど大きな心理的影響を与えたのだろうか。この事件
の発酵と，中日の歴史問題の論争，そして中日両国の国家利益をめぐる争い，領
土問題の論争などとの関係は何だろうか。中国に対する不信感は，中国が国力を
増強したことによる緊張感からくるのだろうか。毒餃子事件は，もしかすると調度良
い時に現れたきっかけなのかもしれない。 
（和田英男 訳） 
  
